
令和７年度「ひろしまユニコーン 10」資本政策支援業務 

公募型プロポーザル選定委員会　議事要旨 

標記業務に係る企画提案公募に対し、民間事業者から提出された提案書等の内容について広島県

商工労働局所管公募型プロポーザル方式等選定委員会（産業振興施策）において、次のとおり審査

した。 

 項　　目 内　　　　　容

 １ 日　　時 令和７年５月 16 日（金）　13 時 30 分から 15 時 10 分まで

 ２ 場　　所 オンライン

 

３ 出席委員

・広島県 商工労働局 イノベーション環境整備担当部長 

・広島県 商工労働局 イノベーション推進チーム担当課長（イノベーション環境　

整備担当） 

・広島県 商工労働局 イノベーション推進チーム担当課長（地域産業デジタル化　

推進担当） 

・公益財団法人ひろしま産業振興機構 常務理事

 ４ 議　　題 令和７年度「ひろしまユニコーン 10」資本政策支援業務の公募型プロポーザル審査

 ５ 担当部署 広島県 商工労働局 イノベーション推進チーム スタートアップ企業創出担当

 ６ 開催方法 オンライン

 

７ 議事要旨

提案のあった２社に対して、プレゼンテーションによる審査を行い、最も高い評価

値を得たＢ社（有限責任監査法人トーマツ）を最優秀提案者として決定した。 

【提案者ごとの主な評価・選定理由】 

Ａ社：フォースタートアップス株式会社 

＜全体＞ 

・今年度ユニコーン１０関連事業を受託するなど、広島県が進める施策や本業務の

ねらいなどを理解した提案となっている。 

＜支援内容＞ 

「勉強会・ワークショップの開始」 

・本事業の核となる CFO 育成プログラムの性格を理解し、具体的なプログラム内容

となっている。 

・他の事業で連携している県内支援機関等と横連携を行うなど、県内における連携

先を活かして広く事業の周知を図ることが期待できる。 

＜総括＞ 

・仕様書に定める支援内容の大部分について、具体的な提案がなされており、成果

が期待できる。 

・勉強会等については、専門的知識に加え、自ら CFO として上場経験を持つ者を講

師とするなど、知識・経験の両面から県内企業にとって有益な支援が期待できる。 



 ・提案内容は一定の水準にあるものの、全体として独自性や工夫に乏しく、他提案

と比べて訴求力に欠ける印象。 

 

Ｂ社：有限責任監査法人トーマツ 

＜全体＞ 

・本業務に対する意欲や、前提となる定義付けから作りこまれた提案には説得力が

ある。反面、業者としての思いやこだわりが強く見えるので、委託の趣旨につい

てよくコミュニケーションを図った上で任せる必要がある。 

・県が進めるスタートアップ支援関連事業に携わってきており、広島県が進める施

策を理解した提案となっている。 

＜支援内容＞ 

「勉強会・ワークショップの開始」 

・基本的知識と事業開発を関連付けワークショップを実施するなど、シード期の企

業にとって有効な提案となっている。 

・提案者が有する全国におけるコミュニティなどのネットワークの活用による情報

発信等が期待できる。 

「相談窓口の設置」 

・各専門領域に精通した専門家が選定されている。 

・初回相談時におけるヒアリングを通して課題など明確にしたうえで、適切な対応

を講じることが期待できる。 

「短期集中プログラムの実施」 

・外部講師招聘型合同メンタリングにより、参加事業者における理解度の向上が期

待できる。 

＜実施体制等＞ 

・福岡県におけるスタートアップ企業の資金調達の実現を目的とする類似事業の経

験が本事業に活かされることが期待できる。 

・監査を専門とされる提案者だけあって実績は豊富 

＜総括＞ 

・資本政策を熟知されており、参加したスタートアップの力量が飛躍的に向上する

と思われる。 

・県が進めるスタートアップ支援関連事業に携わってきており、広島県が進める施

策を理解した業務運営が期待できる。 

・初回面談により課題を明確化し、参加者から寄せられる様々なニーズに対応でき

る専門家を配置するなど、県内事業者に対する丁寧な支援が期待できる。


